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傍聴してみませんか！

１２月市議会定例会の日程

月 日 内　　　　　容

１２

 ８㈭ 本会議
①決算審査特別委員長報告

（質疑・討論・表決）
②議案上程、提案理由の説明

１２㈪ 〃
①議案質疑、委員会付託
②陳情委員会付託

１４㈬ 〃 一般質問

１５㈭ 〃     〃

１６㈮ 委員会 各常任委員会

１９㈪ 〃       〃

２２㈭ 本会議
①委員長報告（質疑・討論・表決）
②その他                （閉 会）

■問い合わせ　議会事務局（内線６０６・６０７）へ。

１２月議会
　本会議は原則として公開されていますので、

どなたでも傍聴できます。

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
５
）

ご
み
処
理
の
マ
ナ
ー
、
守
れ
て
い
ま
す
か
？

不
法
投
棄
処
理
は
大
変
！

　
「
不
法
投
棄
」
と
は
、
指
定
さ
れ
た
場

所
以
外
に
違
法
に
物
を
捨
て
る
行
為
で

す
。
心
な
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
不
法
投

棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
そ
の
回
収
に
多
く

の
費
用（
税
金
）
と
労
力
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
…
と

思
っ
て
い
る
人
、
い
ま
せ
ん
か
？

市
で
収
集
で
き
な
い
ご
み
は

ど
う
す
る
の
？

　

事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
や
、

家
庭
で
一
時
的
に
生
じ
た
ご
み
（
改
築

等
で
出
た
廃
棄
物
な
ど
）
は
、
市
で
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
一
般
廃
棄
物

処
理
許
可
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷

蔵
庫
、
洗
濯
機
、
パ
ソ
コ
ン
の
処
分
に

つ
い
て
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ

り
、
関
係
す
る
全
て
の
人
々
が
協
力
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
ま
す
。
各

メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
適

切
な
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
野
焼
き
は
禁
止
で
す
！

　

野
焼
き
は
、
大
量
の
黒
煙
や
臭
い
が

発
生
し
、
周
囲
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
る
ほ
か
、
燃
や
す
廃
棄
物

に
よ
っ
て
は
、
猛
毒
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

発
生
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
処
理
基
準
に
従
っ
て
行
わ
れ
な
い

野
焼
き
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
面
で
焼
却
を
行
う
場
合
の
ほ
か
、

ド
ラ
ム
缶
で
の
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

焼
却
や
穴
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
で
の
焼
却

も
野
焼
き
に
該
当
し
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
違
反
し
た
場
合
は
、
３

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
３００
万
円
以
下

の
罰
金
又
は
併
科
に
処
さ
れ
ま
す
。

※
焼
却
禁
止
の
例
外

　

風
俗
慣
習
上
の
行
事
や
農
作
業
で
直
接

必
要
な
場
合
、
ま
た
、
た
き
火
、
風
呂
炊
き

な
ど
は
、
禁
止
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
場
合
も
ご
み
を
混

入
せ
ず
、
風
向
き
な
ど
周
囲
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

年末年始のごみ収集

月 日 本庁地区 双海地区 中山地区

１２

２９㈭ 通常収集 通常収集 通常収集

３０㈮ 通常収集 全域収集 通常収集

３１㈯

休　み

１

１㈰

２㈪

３㈫

４㈬ 通常収集 全域収集 通常収集

５㈭ 通常収集 通常収集 通常収集

○通常収集については、該当する曜日によっ

て収集する地域が異なりますので、ごみカ

レンダー等でご確認ください。

○し尿汲み取りは、１２月２９日から１月３日

までお休みします。年末は込み合いますの

で、お早めの依頼をお願いします。

■問い合わせ

　市民生活課（内線５３５）、双海地域事務所市

民生活課（☎９８６－１１１２）、中山地域事務所市
民生活課（☎９６７－１１１１）へ。
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伊予市役所☎９８２－１１１１（代）中山地域事務所☎９６７－１１１１（代）　双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）

水
道
課
（
内
線
７
１
３
）

「
漏
水
調
査
」
に
ご
協
力
を
！

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝市内の交通事故状況＝

＝市内の街頭犯罪等発生状況＝
（１０月中）

発　生 累　計 前 年 比

侵 入 盗 １６件 ７１件 ー１３ 件

自 動 車 盗 １件 ６件 ー  ４ 件

オートバイ盗 ４件 ２４件 ＋  １ 件

自 転 車 盗 １５件 ９０件 ＋  １ 件

車上ねらい ４件 ４２件 ー１７ 件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（１０月末日現在）

１０月 累計 前年比

発　生 ２８件 ２２７件 －  ９件

死　者 １人 ８人 ＋  ５人

傷　者 ３４人 ２８８人 ー１７人

上水道当直水道指定工事事業者
◆土・日曜日、祝日の上水道の故障など緊急業務は、
次の当直水道指定工事事業者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

１２

３㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

４㈰ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

１０㈯ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

１１㈰ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

１７㈯ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

１８㈰ ㈱ギケン 稲　荷 ９８３－５５７６

２３㈮ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

２４㈯ Ｋ．シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

２５㈰ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

２９㈭ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

３０㈮ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

３１㈯ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

１
１㈰ ㈱ギケン 稲　荷 ９８３－５５７６

２㈪ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

３㈫ 佐伯工業所 灘　町 ９８３－１２４４

※中山地区、双海地区の簡易水道をご利用の方は、次の指定
工事事業者にお問い合わせください。

　中山地区　㈲升田金物店　☎９６７－００６７
　　　　　　㈲田中興業　　☎９６７－０５５８
　　　　　　㈱中山建設　　☎９６７－１０３５
　　　　　　㈲栄電機設備　☎９６７－１３１８
　双海地区　藤岡工業㈱　　☎９８６－０３５０

　

水
は
「
限
り
あ
る
資
源
」
で
す
。
水

道
水
を
大
切
に
利
用
す
る
た
め
に
、
漏

水
調
査
を
上
水
道
給
水
区
域
内
（
水
道

管
を
埋
設
し
て
い
る
所
）
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、
水
道
管
の
目
に
見
え

な
い
部
分
の
漏
水
を
調
べ
る
作
業
の
た

め
、
路
上
で
配
水
本
管
を
調
査
す
る
夜

間
作
業（
路
面
音
調
）
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
宅
地
内
に

あ
る
メ
ー
タ
ー
を
点
検
す
る
昼
間
作
業

（
戸
別
調
査
）を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

作
業
は
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
行
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
予
定
調
査
期
間

　

１２
月
上
旬
〜
平
成
１８
年
１
月
下
旬

■
調
査
時
間

○
昼
間
作
業　

９
時
〜
１７
時

○
夜
間
作
業　

２０
時
〜
５
時

■
委
託
業
者

　

日
本
漏
水
調
査
株
式
会
社
広
島
営
業
所

（
広
島
県
広
島
市
西
区
観
音
本
町
１
丁

目
１５
番
１４
号
）

製造事業所の皆さんへ

工業統計調査にご協力を！

　「平成１７年工業統計調査」を

１２月３１日現在で実施します。

調査の実施にあたっては、１２月

から平成１８年１月にかけて調

査員が事業所にお伺いしますの

でご協力ください。

　なお、調査票に記入していた

だいた内容は、統計法にもとづ

き秘密を厳守しますので、正確

なご記入をお願いします。

　また、調査員は愛媛県知事か

ら任命された地方公務員で、知

事が交付した「調査員証」を必

ず身に着けていますのでご確認

ください。

■問い合わせ

　企画情報課（内線５８８）へ。
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市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
６
）

あ
な
た
の
未
来
を
支
え
ま
す
！
国
民
年
金

国
民
年
金
は

世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
の
制
度

　

国
民
年
金
制
度
は
、
国
民
み
ん
な
が

加
入
し
、
若
い
世
代
が
年
金
世
代
を
支

え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
が
納
め
る
保
険
料
が
、
今
の
お
年
寄

り
の
生
活
を
支
え
、
私
た
ち
が
年
老
い

た
と
き
に
は
、
次
の
世
代
の
人
た
ち
が

納
め
る
保
険
料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
、

国
民
全
体
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
た
め
に

忘
れ
ず
に
保
険
料
納
付
を

　

私
た
ち
が
受
け
る
国
民
年
金
の
給
付

に
は
、
将
来
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
生

活
の
支
え
と
な
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」

（
※
１
）
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
一
の
け
が
や

病
気
な
ど
が
原
因
で
、
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
に
支
払
わ
れ
る
「
障
害
基
礎
年

金
」（
※
２
）
や
、
不
幸
に
も
亡
く
な
ら

れ
た
と
き
に
支
払
わ
れ
る
「
遺
族
基
礎

年
金
」（
※
３
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
支
給

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
保
険
料
は
、
納
付
期
限
か
ら
２
年

を
過
ぎ
た
場
合
、
後
で
納
め
た
く
て
も

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

保
険
料
納
付
は
、
自
分
自
身
の
老
後
の

基
礎
を
築
く
た
め
に
も
、
ま
た
、
あ
な

た
の
家
族
の
た
め
に
も
大
切
で
す
。
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

（
※
１
）
原
則
と
し
て
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
免
除
さ
れ
た
期
間
な
ど
を
合
わ

せ
て
２５
年
以
上
あ
る
人
が
、
６５
歳
に
達

し
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
納
め
た

保
険
料
に
よ
っ
て
、
受
け
取
る
年
金
額

が
変
わ
り
ま
す
。

（
※
２
）
原
則
と
し
て
、
国
民
年
金
加
入
中

に
初
診
日
が
あ
る
病
気
・
け
が
で
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
納
付
に
つ
い
て
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

（
※
３
）
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
、

又
は
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満

た
し
た
人
な
ど
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

そ
の
人
の
子
の
あ
る
妻
又
は
子
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
納
付
に
つ

い
て
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
納
付
が
困
難
な
方
は

保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

所
得
（
収
入
）
の
減
少
や
失
業
等
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
承
認
さ
れ
る
と
、
将
来
、
老
齢

基
礎
年
金
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、

納
付
期
間
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

伊
予
消
防
署
が
、
市
内
の
小
学

４
年
生
を
対
象
に
募
集
し
て
い

た
『
平
成
１７
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
』

の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
中
の
最
優
秀
作
品
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

宮
尾 

由
奈
美
さ
ん（
南
山
崎
小
４
年
）

中
村 

千
佳
子
さ
ん（
北
山
崎
小
４
年
）

平
石 

穂
乃
香
さ
ん（
郡
中
小
４
年
）

福
本 

健
さ
ん（
郡
中
小
４
年
）

玉
井 

成
実
さ
ん（
伊
予
小
４
年
）

防火ポスター
最優秀作品の紹介
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伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

緊
急
自
動
車
の
走
行
に
ご
協
力
を
！

■伊予市管内の火災と救急出場件数（１０月末日現在）

種別 １０月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 １

２

本庁 １６

２２中山 １ 中山 ３

双海 ０ 双海 ３

救急出場

件 数

本庁 １１２

１４８

本庁 １，１６８

１,５５５中山 ２０ 中山 １８５

双海 １６ 双海 ２０２

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

『
緊
急
消
防
援
助
隊
』
の
創
設

　

皆
さ
ん
は
、
消
防
用
緊
急
自
動
車（
消

防
車
、
救
助
工
作
車
、
救
急
車
等
）
が

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
近
づ
い
て
き
た

ら
ど
う
し
ま
す
か
？

　

こ
れ
ら
の
緊
急
自
動
車
は
、
一
刻
も

早
く
火
災
な
ど
の
災
害
現
場
に
駆
け
つ

け
、
消
防
活
動
や
救
助
活
動
を
行
い
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
ま
た
、

急
病
人
な
ど
に
応
急
処
置
等
を
行
い
、

速
や
か
に
病
院
へ
搬
送
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

緊
急
自
動
車
は
、
緊
急
時
に
迅
速
に

走
行
す
る
た
め
、
法
律
に
よ
り
優
先
し

て
走
行
で
き
る
よ
う
に
特
例
を
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
、
円

滑
な
緊
急
走
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て
き
た
場
合

に
は
、
一
般
車
両
は
周
囲
の
状
況
に

配
慮
し
な
が
ら
、
速
や
か
に
進
路
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
交
差
点
付
近
で
は
、
交
差
点
を
避
け
、

道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
一
時
停
止
し

て
く
だ
さ
い
。

○
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
す
る
場
合
に

は
、
通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
配

慮
し
て
く
だ
さ
い
。

○
消
防
用
緊
急
自
動
車
が
、
緊
急
走
行

時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
は
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
夜

間
等
の
緊
急
走
行
時
の
サ
イ
レ
ン
音

に
対
し
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

運
転
さ
れ
て
い
る
あ
な
た
。
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て
走
る
緊
急
自
動
車
の

行
く
先
に
は
、
一
秒
で
も
早
い
到
着
を

待
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
今
後
も
緊
急
自
動
車

が
接
近
し
て
き
た
時
は
、
道
を
譲
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

平
成
７
年
１
月
１７
日
、
５
時
４６
分
こ

ろ
、
突
如
、
神
戸
市
を
中
心
と
し
た
近

畿
地
方
を
襲
っ
た
大
地
震
。

　

こ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
平
成

７
年
兵
庫
県
南
部
地
震
）
の
被
害

は
、
死
者
６
，
４
３
２
人
、
負
傷
者

４
３
，
７
９
２
人
、
住
家
被
害
５
１
２
，

８
８
０
棟
に
も
お
よ
び
、
戦
後
最
大
級

の
震
災
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
で
発
生
し
た
火
災
の
消

火
や
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
多
く

の
人
の
救
助
の
た
め
に
、
地
元
の
消
防

本
部
や
消
防
団
は
も
と
よ
り
、
全
国
４１

都
道
府
県
の
４５１
消
防
本
部
か
ら
、
延
べ

約
３
２
，
０
０
０
人
の
消
防
職
員
に
よ

る
広
域
的
な
応
援
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
死
傷

者
が
出
る
な
ど
、
規
模
の
大
き
な
災
害

で
あ
っ
た
た
め
、
災
害
時
の
消
防
活
動

に
つ
い
て
も
多
く
の
教
訓
を
残
す
こ
と

と
な
っ
た
ほ
か
、
消
防
職
員
の
数
や
活

動
範
囲
に
限
界
が
あ
る
な
ど
の
問
題
が

生
じ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
国
内
で
発

生
し
た
地
震
等
の
大
規
模
な
災
害
時
に

お
け
る
人
命
救
助
な
ど
を
効
果
的
に
行

う
た
め
、
平
成
７
年
６
月
３０
日
、『
緊
急

消
防
援
助
隊
』
を
発
足
さ
せ
、
わ
が
国

に
お
け
る
災
害
救
助
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
『
緊
急
消
防
援
助
隊
』
は
、
大

地
震
が
発
生
し
た
際
に
、
消
防
庁
長
官

か
ら
各
都
道
府
県
知
事
へ
の
要
請
に
よ

り
出
動
す
る
も
の
で
、
被
災
地
の
消
防

の
応
援
の
た
め
速
や
か
に
向
い
、
人
命

救
助
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
を
任
務
と

し
て
い
ま
す
。


